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1. はじめに 

ポリフッ化ビニリデン（PVDF）は、焦電性・

圧電性を示す高分子として知られている。この

ため PVDFは、薄層アクチュエータやセンサと

しての応用が精力的に検討されている。PVDF

は、α, β, γの 3つの結晶相が存在する。α相は

最も高い熱安定性を有するが、最も高い圧電性

を示すのは β相である。G. Magoらは、カーボ

ンナノチューブを複合させる方法でPVDFの β

相を優先的に発現させた。[1]
  

本研究は、ゲル状の前駆体の加熱方法によっ

て PVDFの相を制御することを目的とする。 

2. 実験 

N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）に PVDF

粉末を溶解させ、10 wt%の溶液とした。この

溶液を Si（111）基板上に塗布した。室温（25℃）

で乾燥させた後、170 ℃で 1時間焼成し、冷水

(5 ℃)にて急冷した。X 線回折法（XRD）にて

PVDF膜の結晶構造を確認した。 

3. 結果・考察 

二種類の焼成処理方法で合成した PVDF 膜

の XRD プロファイルを図１に示す。PVDF 溶

液を塗布した直後に焼成処理をした場合（Case 

A）と室温で 1時間放置した後に焼成処理した

場合（Case B）を比較する。前者では、17.8, 18.4, 

20.0, 26.6 °に α相特有の回折ピークが得られた。

これに対して、後者では回折角 20.3 °に β 相と

思われるピークが出現した。焼成温度を

100 ℃～200 ℃で検討した。乾燥をさせない場

合は、α相のみが得られた。乾燥を 1時間以上

した場合 190 ℃以上では α相のみであったが、

170 ℃付近で β 相の割合が最大であった。この

ことから、焼成処理の前の室温での乾燥処理が

β 相の出現に寄与しているものと思われる。 

4. 今後の予定 

スピンコート法またはディップコート法で

より薄い膜の結晶相の制御を予定する。これら

の膜の誘電率特性を講演時には報告する。 
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図１ ゾルゲル法で合成した PVDF 膜の

XRDプロファイル。Si(111)基板に溶液を塗

布した後、Case A は、170 ℃で 1時間焼成

した試料、Case B は、焼成前に 1時間室温

で乾燥させる方法で合成した試料。後者で

は、β相が優先的に出現した。 
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